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平成 20 年 3 月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

     最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 12 月 19 日に発表いたしました連結業績予想及び個
別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
１．平成 20 年 3 月期 連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                              （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成19年12月19日発表) 9,400 △850 △800 △400

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,783 △1,224 △1,315 △947

増 減 額（Ｂ－Ａ） 383 △374 △515 △547

増 減 率（％） 4.1 － － －

（ご参考）前 期 実 績 
（平成 19 年 3 月期） 

11,956 △152 △53 △472

 

２．平成 20 年 3 月期 個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 
                             （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成19年12月19日発表) 9,100 △650 △550 △200

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,234 △1,031 △1,075 △757

増 減 額（Ｂ－Ａ） 134 △381 △525 △557

増 減 率（％） 1.5 － － －

（ご参考）前 期 実 績 
（平成 19 年 3 月期） 

11,099 △177 △61 △462

 
３．修正の理由 
 

当期の連結業績につきましては、売上は予想を３億８千３百万円上回るものの、損益面におい
ては、製品補償費計上（３億７千５百万円）及び年明け以降の急激な円高による為替差損（１億
３千２百万円）等の影響により、営業利益、経常利益、当期純利益は前回公表値を下回る見込み
となりました。営業損失が１２億２千４百万円（前回予想８億５千万円の損失）、経常損失が１
３億１千５百万円（前回予想８億円の損失）、当期純損失は９億４千７百万円（前回予想４億円
の損失）となる見込みです。 

連結子会社の業績につきましては、前回予想とほぼ同水準となる見込みです。 
 
また、当期の個別業績につきましても上記の要因により、営業損失が１０億３千１百万円（前

回予想６億５千万円の損失）、経常損失が１０億７千５百万円（前回予想５億５千万円の損失）、
当期純損失は７億５千７百万円（前回予想２億円の損失）となる見込みです。 

 
 以  上 


